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業績予想の開示及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 

平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災により、当社店舗の一部が損壊するなどの被害を受けました。その損

害額並びに当会計年度の財政状態、経営成績に及ぼす影響について算定いたしましたので、平成 24 年２月期第２四

半期（累計期間）の業績予想を開示いたします。 
 

記 

１．業績予想について 

平成 24 年２月期第２四半期（累計）業績予想（平成 23 年３月１日～平成 23 年８月 31 日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回予想 百万円

－  

百万円

－  

百万円

－  

百万円 

－   

円 銭

－  

今回開示 18,000 450 500 △2,400 △216.13

前年同期比増減額 △3,242 131 114 △2,587 -

前年同期比増減率（％） △15.2 41.0 29.5 - -

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23 年２月期第２四半期) 
21,242 319 386 187 16.88

 

２．業績の概況 

（１）東日本大震災の被害状況 

平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、当社のパートナー社員２名が死亡、１名が依然行方不明となっている

ほか、当社の４店舗が流失、損壊するなどの被害を受けました。 

被災４店舗の状況につきましては、店舗が津波により流失した、大槌店（岩手県上閉伊郡）及び山田店（岩手県下閉伊郡）

につきましては、現在、移動販売による営業展開を行っております。また、地震により、建物が損壊した、アピア店（岩手

県北上市）につきましては、建替え後、営業を再開する方向で検討しております。 

同じく建物が損壊したみたけ店（岩手県盛岡市）につきましては、現在関係者との協議をすすめております。 
 

（２）業績予想の概要 

平成 24 年２月期は、被災地復興の状況、計画停電などによる景気や経済へ与える影響など、今後の情勢は不透明であり、

厳しい経営環境が続くものと思われます。このような状況の中、平成 24 年２月期第２四半期累計期間の営業収益につきまし

ては、180 億円（前年同期比 15.2％減）を見込んでおりますが、荒利益の管理と経費のコントロールを徹底し、営業利益は

４億 50 百万円（前年同期比 41.0％増）、経常利益は５億円（前年同期比 29.5％増）を見込んでおります。一方、東日本大震

災による建物及び構築物などの有形固定資産の除却損及び修繕費用など約 16 億円のほか、当該災害に起因する早期退職者の

募集にかかる費用約２億円、当事業年度より適用となる資産除去債務の過年度費用として約４億円など、約 25 億円の特別損

失を見込んでおります。なお、特別損失の影響による繰延税金資産の取崩しが発生し、四半期純損失 24 億円となる見込みで

あります。 
 

（３）通期業績予想について 

平成 24 年２月期通期の業績につきましては、上記のような状況の中、見通しを算定することが困難であることから、開

示が可能となった時点で開示いたします。 
 

以上 
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